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自動運転の実現への道磁)

彊ピツティサ中ピ夙プ回 ′くイダ中の可能性
自動運転の実用化には、モビリティサービスプロバイダーのポジションを取ることが重要だ。

今回は、自動車メーカーがサービスプロバイダーになることの利点を考えた。

動運転の実用化には、
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替えがネックで、レベノレ4の無人運転

よりもむしろ難しいと言われるが、

サービスプロバィダーならば運転手

の指導監督ができるため、切 り替え

問題に対処しやすい。飛行機のパイ

ロットはオートパイロット機能を使

うが、居眠りはできない。厳格な職

務規定と訓練、それに職業倫理によ

って、オートパイロット時にも注意

を怠らない。これはレベノレ3の自動運

転にも応用できるはずだ。

自家用車としてレベノレ3を販売す

ると、メーカーは運転手のコントロ

ーブレができないが、自社のカーシェ

アなどの運転手なら、契約で縛れる。

タクシーならより直接的な指導監督

が可能だ。まずはこれら業務用のレ

ベブレ3か ら広げ、制度や社会の受容性

が追いついた時点でレベノン4に切 り

替える。自動車メーカーは、そんな

シナリオを描いているようだ。

個人のプライバシーに触れるデー

タも、サービスプロバイダーの立場

なら入手しやすい。例えば、運転手

の行動や視線の行方、感情の揺れや

生体反応などのモニタリングデータ

は、レベル3の切り替え問題への対処

を含め、AIを進化させ、自動運転の

技術をアップデートするための貴重

なデータとなる。デリケートな扱い

を要するため、一般個人から取るの

は難しいが、自社の契約する運転手

のデータなら問題なく入手できる。

メーカーがモビリテイサービスプロバイダーになることの主なメリット

自動運転の実用化・普及を

早めることができる

・自動車の製造から運行管理まで

自社グループで完結できるため、
不確実要素を減らせる。

・万―、自動運転時に事故を起こ

しても、裁判などの係争に煩わ
され式 迅速な原因究明・改善
が可能になる。

・個人には負担の難しい高額保
険料でも、負担ができる。

・運転手のコントロールができる
ので、レベル3(条件付運転自
動化)のリスクを滅らせる。これ
により、レベル3からレベル4(高

度運転自動化)への段階的な普
及が可能になる。

出所 :日 本総合研究所作成

技術面では、本当に足 E女日能 (AI)

が人間同様に (いや、人間以上に)ク

ルマを操作できるかが大きい。仮に

AIが十分に進化しても、故障やバグ

を1000/O排除するのは難しいし、ハ

ノキングの危険もある。それらを踏

まえてもなお、人間の運転より良い

と確信できなければ、自動運転は、

社会に受け入れられないだろう。

一方、法制面では、運転手の存在

を前提にした国際条約があり、それ

を踏まえた交通ルーノレ、自動車の基

準、事故時の責任を定める国内法が

ある。自動運転を実用化するには、
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自動車会社が自ら手がけるモビリティサービス

これらの見直しが必要になるため、

条約については国連が、国内法につ

いては関係省庁が、それぞれ見直し

に向けた作業を始めている。

ただ、AIが事故を起こした場合

の責任の左 り方については、どうし

ても一部はケース・バイ・ケースにな

るし、想定外の事故もあるだろうか

ら、実際は、事故後に裁判をして決

めていくことが多くなるはずだ。結

局、learning by experienceの態

度が重要で、判例を積み重ねる中で、

ルールを上書きしていくほかない。

つまり、自動運転車の所有者には、

万一の裁判リスクがつきまとうとい

うことだ。実際には保険会社が対応

するのだろうが、保険会社は、リス

独フォルクスワーゲン

。モビリティサービスに特化した
新会社MOIA(2016年設立)
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・カーシェアリングサービス
「Maven」 (2016年開始)

ク算定に必要なデータが揃 うまで

は、保険料を過大に設定するだろう。

AIの信頼性と事故のリスク、それ

に保険料のことを勘案すると、自動

運転、とりわけ無人運転車を自家用

に購入するのは、当面、よほどの物

好きかリスクに鈍感な者に限られる

はずだ。だとすると、自家用車から

普及させようとするのは、相当の無

理があるように思う。

実際、欧米の自動車メーカーは、

カーシェアやライドシェアのような

モビリティサービスで使う業務用車

両として自動運転を普及させる戦略

をとっている。しかも、販売だけで

なく、自らサービスプロバイダーに

なることを志向している (下図)。

サービスプロバイタとになる利点

自動車メーカーは、サービスプロ

バイダーになることで、自動運転の

実用化・普及′F早めることができる。

製造から運行管理までを管理下にお

くことで、不確実性を最小化できる

し、イF又 に事故が起きても、裁判など

の係争に余計な時間とコストをかけ

ずに、原因の究明と改善に全力を尽

くすことができるからだ。

また、無人運転 (レベノン4)で なく、

いざという時は人が運転するオート

パイロット型自動運転 (レベル3)か

ら始められるメリットもある。

レベブレ3は、手動での運転への切り

当然、行き先に関するデータは記

録・蓄積できるし、車内の風景や会

話の内容も記録可能だ。ほかにも、

車内Wi‐ Fiや インフォテインメント

を提供すれば、その利用状況の記録

がデニタとなる。これらのデータは、

自社のサービス品質の向上やAIの学

習に使う分には問題ない。他の用途

でも使いたければ、会費や利用料の

特典と引き換えに、使用詐諾を得る

ようにすればいい。

このように、サービスプロバイダ

ーになることで、自動運転の実用化

を早め、クノンマの販売では得られな

かったデータの入手が可能になる。

人の移動への働きかけも可能に

さらに、移動を働きかけ、移動需

要を創出することも可能になる。こ

れは、米グーグノレからスピンオフし

た米Nianticの オンライングーム「ポ

ケモンGO」 を思い浮かべればいい。

ポタモンGOの前身の「Ingress」 の

開発動機は、「子どもたちを外に連れ

出す」ことだったが、両グームはそれ

が可能なことを見事に証明した。

便利な移動手段があっても、移動

の欲求・需要が生まれなければ、使わ

れない。自動運転がモビリティサー

ビスとして普及するならば、それは

販売台数でなく移動の質と量を競う

時代になることを意味する。

そのためにも移動のインターフェ

ースとなるモビリティサービスを押

さえることが重要だ。サービスプロ

バイダーには、移動に関するあらゆ

るデータが集まる。そのデータを使

えば、移動行動の予測や移動需要の

創出ができるようになる。結局、デ

ータを押さえ、移動行動をつかさど

る者が自動運転を制するのだ。

※井上岳―氏の連載は今回が最終回で魂  Ъ
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日本総合研究所創発戦略センターシエアマネジャー。
官民双方の「水先案内人Jと して、「ヨミュニティ×地方
創生X自 動運転」を切り国に、持続可能な社会に向け
たプロジェクトの立ち上げや場づくりに従事

自    
技術面と法常ll庁ぇ面のアヽ

―ドルが存在する。

自家用車からは入手の

難しいデータが入手できる

・運転手のモニタリングデータ(レ

ベル3の自動運転のみ)

。車内の会話や映像のデータ

・走行に関するデータ

・車内Wiい Fiやインフォテインメ
ント(情報、娯楽提供端末)の
利用に関するデータ

移動需要を創出できる

。人の欲求に働きかけ、移動需
要を創出することで、モビリティ
サービスの利用を促進できる。

AIの

学習に活用

独タイムラー

。世界最大のカーシェアリングサービス

「Car2Go」(2008年開始)

。交通手段の検索・予約ができるモビリティ
プラットフォーム「moovel」 (2012年開始、
2015年会社設立)

・欧州トップのタクシー配車サ…ビス「mytax可
(2012年 出資、2014年子会社化)

独BMW

・高級自動車のカーシェアリング
サービス「DriveNow」 (2011
年開始)

。「DttveNow」 の米国版
「ReachNow」 (2016年 開始)
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※ライドシェアヘの参入状況は本誌4月 号に掲載  出所 :各社のリリース記事などから日本総合研究所作成
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出典：『日経ビッグデータ』2017年5月号
　　　  日経BP社の許可を得て掲載。無断転載・複製を禁じます。
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